
【問題】

平成26年度 問題１（１）

アクチュアリー１次試験 数学 過去問解説

平成26年度数学合格率：26.5％



平成26年度数学 問題１（１） 問題

𝑨,𝑩, 𝑪の3人がこの順番（𝑨𝑩𝑪𝑨𝑩𝑪⋯）で2つのサイコロを同時に投げる試行を繰り返し、

最初に2つのサイコロの目の合計が7となった者を勝ちと定める。

このとき、𝑩の勝つ確率は ⑳ である。
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【解答】

平成26年度 問題１（１）

アクチュアリー１次試験 数学 過去問解説



平成26年度数学 問題１（１） 解答

2つのサイコロの目の和が7となる組み合わせは、

(1,6),(2,5),(3,4),(4,3),(5,2),(6,1)

の6通りで、１回投げたときは全部で36通りであるため、その確率は、
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最初に𝑨が負けるとその後の順番は𝑩𝑪𝑨𝑩𝑪𝑨⋯となることから、

𝐵が勝つ確率は、𝐴が最初に勝ち抜けない確率と、𝐴が勝つ確率の積と等しくなるため、

𝑨が勝つ確率を𝒑とおいて、𝑩,𝑪のそれぞれ勝つ確率を𝒑を使って表すことを考える。

【𝑩が勝つ確率】
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平成26年度数学 問題１（１） 解答

𝑩の勝つ確率と同様に、最初に𝑨が負けて、次に𝑩が負けるとその後の順番は𝑪𝑨𝑩𝑪𝑨𝑩⋯と

なることから、𝑪が勝つ確率は、𝐴が最初に勝ち抜けない確率、次に𝑩が勝ち抜けない確率、

および𝐴が勝つ確率の積となるため、

【𝑪が勝つ確率】
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𝑨,𝑩, 𝑪の3人のうち誰かが勝ち、引き分けはないため、勝つ確率の和は１になることから、
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よって、𝑩が勝つ確率は、
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平成26年度数学 問題１（１） 解答

【別解】𝑩が勝つパターンを以下のとおり列挙

𝑩が勝つ確率は、

𝑨 𝑩 𝑪 𝑨 𝑩 𝑪 𝑨 𝑩 𝑪 ⋯
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の合計。よって、
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